
17 幼年教育 

Ⅰ 本県が目指す幼年教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 幼児期の育ちを知る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)子供の育ちを理解する

幼児期の育ちを学童期につなぐ学習や生活 

子供は, 幼稚園・保育所等で, 遊びを通して試行錯誤したり友達と協力した
りするなど, 多くのことを学んでいます。小学校学習指導要領総則では，「幼児
期の教育を通して育まれた資質・能力を踏まえて教育活動を実施し，児童が主
体的に自己を発揮しながら学びに向かうことが可能となるようにすること」と
位置づけられ，園小接続を推進する取組が求められています。特に小学校低学
年では，子供が園での経験を生かせるように，教師が活動や環境を工夫するこ
とが大切です。そうすることで,子供の学びや育ちに連続性が生まれ，子供は自
信や意欲をもって活動し, 自己発揮できるようになります。 

(1)幼児期と児童期の教育の違い 

 

 

 

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10 の姿） 

幼児期の学びが 
ゼロになるイメージ

幼児期の学びを生かし
つないでいくイメージ

幼児期

児童期

・５つの領域※を総合的に学ぶ 

・子供の生活リズムに合わせた１日の流れ

・身の回りの「人・もの・こと」が教材 

・総合的に学んでいくための環境の構成 

幼児教育 

・各教科等の学習内容を系統的に学ぶ 

・時間割に沿った１日の流れ 

・教科書が主たる教材 

・系統的に学ぶために工夫された学習環境

小学校教育 

※健康・人間関係・環境・言葉・表現

「幼児期の育ちをつなぐ」とは？ 
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Ⅲ 円滑な園小接続の実現に向けて 

(1)充実した「連携」をきっかけに「接続」を考える 

 

 

 

 

 

 

 

(2)園小接続の取組の具体例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【連携】 

授業，行事，研究会などの交流を通して 

園と小学校がつながること 

【接続】 

子供の育ちが 

つながること 

○目指す子供像の共有 

市町村の教育方針や園小の教育目標，子

供の実態等を踏まえて，園小で協働して目

指す子供像や育みたい資質・能力を明らか

にします。これを基に，園や小学校での活

動や授業を具体的に考えていきます。 

こんな取組も！ 

○園小職員で教材研究 

園小の相互理解を図る

ために，互いの教育内容

や指導方法を理解し，自

らの指導を見直し工夫す

ることが求められます。

こんな取組も！ 

○スタートカリキュラムの編成 こんな取組も！ 

【スタートカリキュラムとは】 

小学校へ入学した子供が，園で

の遊びや生活を通した学びと育ち

を基礎として，主体的に自己を発

揮し, 新しい学校生活を創り出し

ていくためのカリキュラムです。
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